
第１８回
テクノロジー犯罪被害フォーラム

２０２６年５月１０日（日）

日比谷図書文化館 地下１階 大ホール

主催：NPOテクノロジー犯罪被害ネットワーク



テクノロジー犯罪被害者・
嫌がらせ犯罪被害者からの

提言と課題

集中攻撃を受けて初めてその存在を理解できるのがテクノロジー
犯罪と嫌がらせ犯罪であり、両犯罪には最先端の軍事テクノロ

ジーと諜報部員が使用する武器が使われている。



テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯罪の
集中攻撃の有無

集中攻撃の有無

被害者自身理解不可情報なし 目視できない
一般人の無理解を
被害者自身理解

集中攻撃を撃を
受けた人

集中攻撃を
受けてない人



テクノロジー犯罪被害における各種操作
人間コントロール・テクノロジーの悪用

被害者

１．聴覚・視覚操

作 ２．三欲操作

３．生理操作

４．身体操作・運動機能

の操作

５．五感操作

視・聴・味・嗅・触覚
６．感情操作

７．身体攻撃・痛み操作

（拷問感覚操作）

８．疾病誘発操作

９．思考操作

１０．運命操作（自殺・

他殺・事件・事故操作）

１１．地震・気象など

地球環境の操作
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テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作

人間のあらゆる機能操作：人間コントロールテクノロジー



代表的な嫌がらせ犯罪被害例

被害者

1.つきまとい

ストーカー
2.敵意

3.近隣住民の不

審な動き

4.電話

5.電気製品の

誤作動・故障

6.家宅侵入
7.車・自転車・

オートバイ

8.郵便・宅配業者、そ

の他業者の不審な動き

9.買い物時の不審

な対応

10.個人情報の利

用・ほのめかし

11.盗聴・盗

撮
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ハラスメント
打って打って打ちまくること集中攻撃

特定個人に
対しこれら
を継続的に
畳み掛けて
くる



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ

ム・システム性
７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



『武器としての電波の悪用を糾弾する！』出版時の思い
表現する言葉がない！

テクノロジー犯罪
嫌がらせ犯罪

畜生 鬼

悪魔

全人類の敵
無辜の一般市民が対象に？

なぜ
あなたが？

１９９７年７月１３日



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



①サベイランス・テクノロジー
（監視技術）悪用への対処

個人を特定し四六時中監視する監視技術

悪用への対処



軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入



監視の状態化（２４時間３６５日）
サベイランス・テクノロジーの稼働

諜報活動での

サベイランス

軍事的サベイ

ランス

ストーカー テレメトリー トラッキング

移動する人間を絶えず捉えて監視し続ける技術



元ＣＩＡ・イスラエルモサド秘密諜報部員
カール・クラーク氏
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Secret Surveillance and 
Electromagnetic Torture 
by the Secret Services 



レーダーによる追跡
（元諜報部員：カール・クラーク氏証言）

ターゲットはレーダー、衛星、基地局、無料のコンピューター

プログラムで、どこに居ても追跡できます。ターゲットの近く

に３台のレーダー装置が配備されることもありました。この

レーダーからマイクロ波が発信され、その一部がターゲットを

捕捉し、結果が評価されます。特殊部門に所属していた私の同

僚は、コンピューターでターゲットを終日追跡することができ

ました。

14

ミサイル迎撃用レーダーシス
テムの人間への応用



レーダー追跡とマイクロ波兵器による攻撃
（元諜報部員：カール・クラーク氏証言）

このような形でターゲットの位置を特定すること
により、マイクロ波兵器を簡単に正確に配備する
ことができたのです。同僚は標的を正確に把握し、
ターゲットがどのように反応するかを観察できま
した。
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嫌がらせ犯罪は工作員活動としてある可能性？

日本はスパイ天国と言われている国

工作員組織網の存在とその調査
工作員対策法の必要性！



監視の状態化（２４時間３６５日）
サベイランス・テクノロジーの稼働

諜報活動での

サベイランス

軍事的サベイ

ランス

ストーカー テレメトリー トラッキング

移動する人間を絶えず捉えて監視し続ける技術



軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入

第14回フォーラム



どのような監視体制下にあるのか：軍事的監視の場合
米空軍資料『情報作戦：新たな戦闘能力』

２０２５年に米国が支配的な空軍及び宇宙軍であるために

OODAループ

米国空軍２０２５年までに

到達すべき目標提案（１９９６年）

OODAループの刷新
（指導者⇔OODA＋モメンタムコント
ロール）

1.Observe（観察）
2.Orient（情勢判断）
3.Decide（決定）
4.Act（実行）

実行

決定観察

情勢
適応



OODAループ統合のため必要な技術

１．収集プラットフォーム

２．通信アーキテクチャ

３．コンピューター処理能力

４．インテリジェントソフト
ウェア

５．ヒューマンシステムとバイ
オテクノロジー

ヒューマンシステム＆バ

イオテクノロジー

インテリジェン

トソフトウェア

コンピュータ
処理能力

収集システ
ム

通信アーキテク
チャ

サイバー状況ビジョン



１．収集プラットフォーム（基盤）
詳細な世界的認識提供・意思決定者に状況の全体像提供

• 従来の軍事衛星・放送衛星に加えて、小型衛星群、無人偵察機
の利用さらに詳細な情報収集

• 画像、インテリジェンス信号、気象データ、航空機レーダー、
携帯・通信機器の傍受、転送中データ等上限なし

• 各衛星で収集した生情報を情報統合センターに送信

（Information Integrate Center）

軍
事
衛
星

放
送
衛
星

小
型
衛
星
群

無
人
偵
察
機





兵器センサー状況

C4 I

C4 I

兵器センサー 

「サイバー兵器センサー  
光ファイバーネッ

トワーク

C4 I

指向性エネルギー兵
器

UCAV攻撃

レーザー

光学

アップリンク＆ダウンリンク

グローバル

情報

インフラストラクチャ

情報統合センター（IIC）IIC

IIC



２．通信アーキテクチャ（基本設計）

• 通信の優位性の確立：大容量、
安全性、正確性、信頼性、堅
牢性、利用しやすさ必須

• 収集プラットフォームから大
量のデータを移動させるため
通信衛星重要

• 取得データ保存、送信、展開
におけるセキュリティ確立



３．コンピュー
タ処理能力

• 大容量で強力：スーパーコ
ンピュータ、量子コン
ピュータ

• 小型強力化：無限の容量・
無限の計算能力・衛星搭載
できる大きさ

• 収集データ統合、情勢適応、
意思決定のため提示



４．インテリジェントソフトウエア

• 異なるタイプの情報源を統合
及び相互に関連付けて意思決
定支援

• 情勢適応・決定機能強化

全てのインテリジェントシステムに
ある５つの活動

①世界認知

②現在の知識にない認識の解釈

③現在の自身による世界モデル
での計画策定

④目標達成のため実行

⑤他のエージェントと認識共有
し、協働



情報収集ソフトウエア
の中心的技術

画像理解

人工視覚     

システム

情報の統合

複数の情報源か

ら有用な情報をAI

を用いて処理・

編集・抽象化

計画・意思決定

支援

計画・スケ

ジュール生成分

析する推論支援

手法提供

人間とコン

ピュータの接続

BCI



５．ヒューマンシステムとバイオテクノロジー
人間とコンピュータのインターフェイスがシームレスに

• 脳へ出入りする情報把握：情
報がどのように脳に入り、ど
のように処理されるかの理解
BCIの基盤形成

• 脳内の基本的インパルス発生
源を図示し、そこからニュー
ロンネットワークの作動を正
確に特定し、どのようなアク
ションに完結するか決定

• ブレインイニシアティブ計画

• 衛星情報統合センター（IIC）
に接続したインプラント用マ
イクロスコピックチップの使
用で、ユーザーは、コン
ピュータで生成された目的の
戦闘空間の心理的仮想現実を
引き出す。

• 自分の意思で、外部から、死
によって消滅するブレイン
チップ



兵器センサー状況

C4 I

C
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グローバル

情報

インフラストラク
チャ

情報統合セ
ン タ ー
（IIC）

II
C

II
C

コミュニケーション

アーカイブデータ
ベース

追加コレクション

IIC
サイバー状況



サイバー状況ビジョン

１９９６年時点で

ブレインチップを除いて開発済み

自分の意思で、外部から、死によって消滅するブレインチップ



軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入

サイバネティクス技術
マインドコントロール技術

ブラックボックス



『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』
ジョン・フレミング 2001年7月14日 プラウダ記事

偵察衛星の能力

• 屋内でも、建物の奥深くでも監視可

• 車で高速で走っていても監視可

• いかなる天候（曇り、雨、嵐）でも監視可

• 地球上に隠れる場所がないほど監視可

• ３機の衛星で全世界の探知可

• 人々の全ての活動を追跡

• 追跡データをディスプレイ表示可

• 人間の心の読み取り可

• 会話の監視可

• 電化製品の操作可

• レーザー・ビームで攻撃可

偵察衛星は監視だけではない！



『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』
ジョン・フレミング 2001年7月14日 
プラウダ記事

• 偵察衛星は― 放送用、調査用の衛星とは異なり ― ほとんど一般
人には使用されず、敵または犯罪者を監視するために使用される。

• 『テクノ・スパイ（1978年刊）』の著者、フォード・ローワンは、
宇宙からの物体の走査に関し、米軍の衛星は地上の熱－トラック、
飛行機、ミサイル、乗用車から出る熱－を検出する赤外線セン
サーを装備している。

• そのセンサーは曇った日にも雲の下に浸入し、ＴＶスクリーンに
熱の放出を再現させることができる。

• 上空の赤外線センサーはヴェトナム戦争の間、地上を歩いている
敵の兵士の一人一人を検出するためにテストされた。

• ジョン・フレミング見解：1970年を衛星による監視の始まった最
初の年、人間のプライバシーの可能性が失われた年と考える。

１９６３年衛星放送の開始？ ケネディ暗殺との関係は？



衛星サーベイランスの衝撃的な脅威
プラウダ記事 2001年7月14日 ジョン・フレミング

• 『Deep Black』の著者ウィリアム・バローズよれば、「人工衛星を
使用すればクレムリン内部の奥深くで話されている会話を盗み聞き
することができる。壁、天井、床は宇宙からの会話のモニタリング
に対する障壁とはならない。たとえあなたが高層ビルの中にいてあ
なたの上に１０階、あなたの下に１０階があったとしても衛星の持
つあなたの会話を記録するための音声監視機能が妨害されることは
ない。屋内であろうと屋外であろうといかなる気象条件のもとにあ
ろうと地球上のどこにいようとそれが何時であろうとも衛星は静止
軌道上からターゲットの会話を捕捉することができる。」

• 一般的な偵察と同様、分厚い鉛でシールドされた建物の深くに逃げ
込めば音声の監視からは逃れられる。



『Deep Black』ウィリアム・ブローズ著



商業衛星でお風呂の中でも監視
視

１９９７年８月２５日 ＴＩＭＥ記事

• Commercial satellites are coming online that are eagle-eyed 
enough to spot you-and maybe a companion-in a hot tub.

• 商業衛星はあなた－それからもしかしたらあなたの伴侶－が入
浴しているところを捉えることができる。



レーガン大統領時代スター・ウォーズ計画の遺産
ジョン・フレミング『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』

プラウダ記事２００１年７月１４日

監視衛星ネットワークの研究

マインド・リーディング

部屋の中の個人を攻撃できるレーザー技術

金持ちと権力者だけが誰かを衛星監視できる。中流・それ以下

の人々は監視が何時始まったのかを知ることすらできない。？

１９８３年３月２３日
演説



ラウニ・キルデ博士証言

• フィンランド人医師、同国医師
会委員、６か国語に精通。

• ラップランド最高医務責任者、
同安全保障理事会委員、同赤十
字委員会委員

• テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯
罪の被害者でこの問題の世界的
研究者

• ２０１５年２月８日逝去



サベイランステクノロジー（監視技術）
ラウニ・キルデ博士証言

米国
イスラエル

スーパーコンピューター＋人工衛星

同時に数百万人監視可＋α 大量監視



マイクロチップとスーパーコンピューター
による全人類監視 ラウニ・キルデ博士証言

•マイクロチップ（もしくは、マイクロチップを使
わない最新の技術）と人工衛星を介して、私たち
の脳機能を米国やイスラエルのコンピュータに接
続する今日のスーパーテクノロジーは、人間性へ
の重大な脅威となっている。

•最新のスーパーコンピュータは非常に強力で、全
世界の人々を監視するのに十分である。



サベイランステクノロジーの応用例
ベネズエラマドゥロ大統領拘束

２０２６年１月３日

イラン最高指導者ハメネイ氏殺害

２０２６年２月２８日



サベイランス・テクノロジー能力拡大により
全人類監視へと向かう危険性の提言と課題

諜報活動での監視

軍事的監視

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視

サベイランス・テクノロジー
能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術





特定秘密保
護法はアメ
リカがデザ
インした！



サイバー状況ビジョンは完成しているのか？

•１９９６年時点で

•ブレインチップを除い
て開発済み

自分の意思で、外部から、死
によって消滅するブレイン
チップ

巨大な人工頭脳

シビリアンコントロール



米研究チーム
不要になると体内で溶けるペースメーカー開発

• 大きさは、長さ3.5ミリ、厚さ1ミリと
米粒よりも小さい。

• 注射器で体内に挿入

•  体液を利用して化学エネルギーをパル
スに変換するガルバニ電池で作動。

• 患者の胸部にセンサーパッチを装着し、
パッチが不整脈を検出すると光が点滅、
ペースメーカーが心臓のリズムを調整
する。

• 不要になると体内で溶けてなくなる。

• 研究論文は科学誌ネイチャーに掲載。



シビリアンコントロールの問題？？？

国防総省→戦争省：
インテリジェントソフトウェア
（軍事戦略ソフトウエア）
→サイバー状況ビジョン

国務省：各国大使館・インテリジェント（人的交流）

外交状況ビジョン

各国大使館・CIA出先機関

前トランプ政権下
Twitter・X利用

大統領自ら書かない
代筆者あり

X投稿と大統領発言の
一致

投稿・発言下品さ露骨
その発露は？

下品さの中での話し合
いの可否？



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



②サイバネティクス技術悪用へ
の対処

遠隔から人間のあらゆる機能に影響を与えコント
ロールするサイバネティクス技術悪用への対処



サイバネティクス技術（造語）

「サイバネティクスという言葉は、1947年、
プリンストンにおいて、科学者の間で造語さ
れ、コントロールとコミュニケーション技術、
特に人間の脳・生物的システムとコンピュー
ターの連結に関する技術のあらゆる物事を表
す言葉となった」
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軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入



テクノロジー犯罪被害における各種操作
人間コントロール・テクノロジーの悪用

被害者

１．聴覚・視覚操

作 ２．三欲操作

３．生理操作

４．身体操作・運動機能

の操作

５．五感操作

視・聴・味・嗅・触覚
６．感情操作

７．身体攻撃・痛み操作

（拷問感覚操作）

８．疾病誘発操作

９．思考操作

１０．運命操作（自殺・

他殺・事件・事故操作）

１１．地震・気象など

地球環境の操作
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テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作

人間のあらゆる機能操作：人間コントロールテクノロジー



テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作

あらゆる面で人権侵害



１．三欲操作（食欲・性欲・睡眠欲）

450

490

541

626

1109

1209

2018

0 500 1000 1500 2000 2500

粗食

精力減退

性的興奮

過食

睡魔

不眠

睡眠妨害

３０００名

3000名

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した三欲操作技術

６７％



２．生理操作

238

341

370

384

441

586

641

659

780

862

0 200 400 600 800 1000

便失禁

不自然な食あたり

肛門の弛緩

体臭の発生

尿失禁

多汗

便秘

排泄機能操作

ガスの発生

下痢

3000名

3000名

個々人の体質の人為的操作

個々人の体質を決定づける者

それを請け負って実行する者

サベイランステクノロジー（人

工衛星・スーパーコンピュー

タ）、BCI、AI

被害者は爆発的ストレスを

抱えて生きる

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した生理機能操作技術

人間体質付けプロジェクト

国民総背番号制
特別ファイルに刻

まれている？



３．五感操作

255

290

310

417

424

0 100 200 300 400 500

嗅覚が失われる

味覚が失なわれる

目がズームのようになる

目が見えなくなる

耳が聞こえなくなる

3000名

3000名

視覚

聴覚

味覚嗅覚

触覚

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した五感操作技術

ないものをあ
るように感じ

る被害機能喪失



４．感情操作（マインドコントロール）

1468

1195 1151
1006 1000 980 948

730 730

566

374
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1400

1600

3000名

3000名

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した感情操作技術

２４時間３６５日
継続する集中攻撃

赤面

個々人の性格を決定づける組織の存在と感情操作
テクノロジーを操作する部署の存在も自明

恥ずかしさ

半世紀を越える歴史
社会に甚大な影響



５．身体操作・運動機能操作

475

659

1058

1080

0 200 400 600 800 1000 1200

金縛り

排泄不良等排泄機能の操作

体の震動

体の筋肉が意に反して動く

3000名

3000名

人間の筋肉を遠隔

から操作する技術

意識に反して手・

足・首・頬が動く

筋肉の硬化

コムラ返り

運動機能のコント

ロール

向上

低下

重圧・金縛り状態

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した身体・運動機能操作技術

自分の意
思を越え
ている

操り人形
半世紀を越える歴史



６．疾病の誘発操作

1526

990 965
862

641
441 387 341

238 213 200

0
200
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1200
1400
1600
1800

３０００名

３０００名
半世紀を越える歴史

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した疾病誘発技術



７．身体攻撃・痛み操作

1526

1294 1270
1058 974

704 685
535 471

1
0

200
400
600
800

1000
1200
1400
1600
1800

3000名

3000名
半世紀を越える歴史

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した身体攻撃技術

息苦しさ



８．思考操作

1902

1252 1198

398 377
263

0
200
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800
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1400
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3000名

3000名

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した意識への介入・思考操作技術

双方向通信
BMI・AI

イメージの挿入・
大衆マインドコン

トロール

意識に入り込んで潜伏し操る思考を閉ざ
す・自意識

の喪失

63.4％

半世紀を越える歴史



思考への介入（英国型）３０年以上前
電子が原子の周りをぐるぐる周るように頭の周囲を回る感覚

人間対象テンペスト

62

思考を促進
して判断を
導き出す

脳スキャン技術？



思考への介入（日本型）約２５年前
スロットマシンのように作用する

63

１．情報インプット
２．脳を回転させる

３．結論を奪取する

他人の脳を勝手に使って
シミュレーションできる

人間対象テンペスト



ＥＥＧとＭＥＧとＳＱＵＩＤ
脳波検査と筋電図検査と脳磁波検査

テクノロジー犯罪被害８．思考操作
頭が柔らかいもので覆われている感じ：３７７名



イーロン・マスク氏率いる
ニューラリンク開発

脳に埋め込むチップ 脳とコンピュータをつなぐデバイス



テクノロジー犯罪で基本的人権完全剥奪

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作⑨運命操作

すべての統合を失わしめる技術の存在！（統合失調症）



テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作⑨運命操作

自分が自分のものでない時代＝主が別にいる



サイバネティクス技術能力拡大により全人類管理
（コントロール）へと向かう危険性の提言と課題

諜報活動での監視

軍事的監視

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視

サイバネティクス兵器
能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術



ポストマンハッタン計画

サベイランス

テクノロジー

サイバネティ

クス技術
合
体

何人も侵すことができない
米国の秘された国家政策

全人類監視・管理



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



③神経学的通信システム悪用へ
の対処

テレパシー通信様技術

（BCI技術、音声送信技術）悪用への対処



五感操作：聴覚・視覚操作
（音声・映像送信被害）

周囲に誰もいない 周囲に音源がない



３．五感操作

255

290

310

417

424

0 100 200 300 400 500

嗅覚が失われる

味覚が失なわれる

目がズームのようになる

目が見えなくなる

耳が聞こえなくなる

3000名

3000名

視覚

聴覚

味覚嗅覚

触覚

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した五感操作技術

ないものをあ
るように感じ

る被害機能喪失



五感操作：聴覚・視覚操作
（聴覚・視覚機能への不法・不当アクセス）

1314

1768

1916

0 500 1000 1500 2000 2500

不自然な夢

声が聞こえる

音が聞こえる

3000名

3000名

半世紀を越える歴史



聴覚・視覚操作
（聴覚・視覚機能への不法・不当アクセス）

声はどこで聞こえますか？

508

511

689

1161

1249

0 400 800 1200

部屋の壁から聞こえる

日常生活の音を通じて聞こえる

家電製品・自動車の発する音から

聞こえる

空間で聞こえる

頭やその付近から聞こえる

声被害者１６４４名

音はどこから聞こえますか？

647

720

788

972

1255

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

内壁

電気器具の作動音を通じて

耳元

頭の中

空間

音被害者１９１６名



周囲に誰も居ないのに声が聞こえる被害

声が聞こえる頻度は？

216

363

1162

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

ある特定の時間帯

時々

一日中

声被害者１７６８名

聞こえる声の内容は？

802

1113

1126

1263

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

知人等第三者に関する情報

自己の個人情報

命令・脅迫

誹謗・中傷

声被害者１７６８名



周囲に誰も居ないのに声が聞こえる被害

聞こえる声の数は？

230

1651

0 1000 2000

一人

複数

１７６８名

声はどこで聞こえますか？
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1175

1372

0 500 1000 1500

外国へ行っても聞こえる

トンネルの中でも聞こえる

ビルの地下でも聞こえる

遠方へ移動しても聞こえる

自宅の外

自宅の中

１７６８名



周囲に誰も居ないのに声が聞こえる被害

どのようなことが声主体に伝わって
いますか？

539
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1135

1169

1272

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

味覚

触覚

匂い

聞くもの

見るもの

思考・イメージ

１７６８名

五感で感じたこと考えたことが声の
主体に伝わっていますか？

202

1322

0 500 1000 1500

いいえ

はい

１７６８名



周囲に誰も居ないのに声が聞こえる被害

なぜ頭で考えたことが声の主体に伝
わっていると考えられますか？

384

1043

0 200 400 600 800 1000 1200

その他

会話が成立するから

１７６８名

会話の速度は？
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0 200 400 600 800 1000 1200 1400

時間の遅れを感じる

相手の話はすぐ来る

１７６８名



音はどこで聞こえるか？

647 720
788
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内壁 電気製品の作動音を通じて 耳元 頭の中 空間

１９１６名

１９１６名

63.8％



周囲に音源がないのに音が聞こえる被害
頭の中で聞こえる場合、どのような音が聞こえますか？

88
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664

0 100 200 300 400 500 600 700

ガラスがガシャーンと割れた音

ドカーンという音

工事中のようなダダダダーという音

扉をバターンと叩きつける音

キーン音

１９１６名



周囲に音源がないのに音が聞こえる被害
空間で聞こえる場合、どのような音が聞こえますか？
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異常振動音

製品内の破裂音

固いものが落下した音

超高音の金属音

物を当てる音

音楽・不気味なメロディー

震動音のような音

きしみ音

鳥・虫の鳴き声

パッチパッチ音

製品が異常に大きく鳴る

ウォーンウォーン、ブーンブーンなど低周波音

キィーンという高周波音

音被害者１９１６名



視覚で捉えるものとは別の映像を見る被害

映像が見える時の状態は？

80
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0 100 200 300 400 500 600

暗がり

部屋を暗くしたとき

眠気をもようしたとき

睡眠中

目を開いている

目をつぶっている

９０４名

９０４名

映像が見える頻度は？

191
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465

0 100 200 300 400 500

定期的に

時々・たまに

毎日

９０４名

９０４名

３０％ ９０４名/３０００名中



視覚で捉えるものとは別の映像を見る被害

映像に色がついていますか？

171

248

506

0 100 200 300 400 500 600

色なし

両方

色あり

９０４名

９０４名

映像の内容は？

227
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0 100 200 300 400 500

静止画像

動画

両方

９０４名
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視覚で捉えるものとは別の映像を見る被害

映像の見える場所は？

59
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748

0 200 400 600 800

海外でも見える

トンネルの中でも見える

ビルの地下でも見える

遠方へ移動しても見える

自宅の外

自宅の中

９０４名

９０４名

映像と体調との関係は？
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BCI技術（脳とコンピュータ接続）

AI技術



衛星マインド・リーディングは戦略防衛構想の遺産
（ Strategic Defense Initiative, SDI構想）

『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』より

•スター・ウォーズ計画は監視技術を飛躍させ、マインド・リー
ディングや誰かを（部屋の中にいようが）攻撃できるレーザー
のようなブラック・バッグ・テクノロジーと呼ばれるものを進
化させた。 

（ロナルド・レーガン大統領は、1983年3月23日夜の演説で、ソ
連の脅威を強調すると共に、「アメリカや同盟国に届く前にミサ
イルを迎撃」し、「核兵器を時代遅れにする」手段の開発を呼び
かけ、翌3月24日開発を命じた）



人工衛星からの音声サブリミナルメッセージによる誘導
『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』より

• 一部の衛星には音声サブリミナル・メッセージによる心の操作機能
がある。

• それによってターゲットはオペレーターの意のままに操られる。誰
も他の誰かによって考え出された言葉とは意識しない。

• ターゲットは猥褻行為を強要され、もしくは周囲にいる人々から侮
辱的な言葉を浴びせられるかもしれない。

• 眠っている時、人は攻撃に対し無力な状態にあり、ターゲットはそ
の時、何かをさせられる可能性がある。

• ターゲットは、行動を強要され、ベッドから床に落ち、トランス状
態のまま起きあがって1・2分周囲を歩き回るかもしれない。

• 人工衛星によるサブリミナル・コントロールを行う期間の短さは今
後克服されるだろう。



電子監視システムの実態
ラウニ・キルデ著『黒い陰に輝く光』ｐ２３５

•NSA（米国家安全保障局）の電子監
視システムは同時に何百万もの人々
を追跡し操ることができる。

•私たちの脳は、固有の生体電気共鳴
周波数を有しており、固有の指紋を
各人が持っているのと同じである。

•米国の宇宙飛行士は宇宙に送られる
前、彼らの思考を追跡し感情を24時
間記録できるようインプラント実施。



神経学的通信システム能力拡大により全人類
思考・感情監視へと向かう危険性の提言と課題

諜報活動での監視

軍事的監視

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視

神経学的通信システム能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



④疾病・拷問状態誘発・
（殺人）兵器悪用への対処

遠隔から、居ながらにして拷問状態におき、疾病
を誘発して、抹殺する兵器悪用への対処



テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作

あらゆる面で人権侵害



６．疾病の誘発操作
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監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した疾病誘発技術



皮
膚
疾
患











マイクロ波による人体攻撃で誘発できる例
元英国海軍所属・マイクロ波の専門家バリー・トゥロワー氏証言

変調

マイクロ波

精神疾患

癌

心臓発作

ホルモンシステムを制御

している腺を攻撃

性的興奮6.6Hz

様々な病気

排除したい人
の向かいの家
を借りるだけ

ステルス兵器



諜報活動でのマイクロ波兵器の使用
（２０年以上前状態化）

元ＣＩＡ・イスラエルモサド諜報部員カール・クラーク氏証言

マイクロ波兵器

熱
体内焼き付

け感

痛み

吐き気

恐れ攻撃性

神経過敏

健忘症

精神疾患



７．身体攻撃・痛み操作
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監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した身体攻撃技術

息苦しさ



『精神疾患の診断・統計マニュアル』
に対するキルデ博士評

• これまで説明した技術が国家機密のままであ
り続けている理由の一つは、米国精神医学会
が作成し、18カ国語で出版されている「精神
疾患の診断・統計マニュアル第４版」が広く
受け入れられていることである。

• 米国諜報機関のために働く精神科医は、何の
疑いもなくこのマニュアルの執筆と改正に参
加していた。この精神科医の「聖典」は、マ
インドコントロールによる行動に対して、妄
想型統合失調症の症状のラベルを貼り付ける
ことでマインドコントロール技術を隠蔽して
いる。



『精神疾患の診断・統計マニュアル』
に対するキルデ博士評

• マインドコントロール実験の被害者は、医科大学で「精神疾患
の診断・統計マニュアル」の症状リストを学んだ医師によって、
日常的に妄想型統合失調症とほぼ反射的に診断される。

• 自分の意志に反して標的にされているとか、電子的・化学的・
細菌学的形式の心理戦争におけるモルモットにされていると患
者が訴える場合、医師は、彼らが真実を語っていると判断しな
いように教えられている。

•軍事医学の方向性を変え、人類の自由な未来を確保するために
残された時間は少ない。



サイバネティクス技術能力拡大により全人類疾病・拷問
状態誘発（殺人）へと向かう危険性の提言と課題

諜報活動での監視

軍事的監視

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視

サイバネティクス兵器
能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



⑤本人の了解を得ないブレイン
チップのインプラントへの対処

（医薬品へのブレインチップ混入）への対処



電子監視システムの実態
ラウニ・キルデ著『黒い陰に輝く光』ｐ２３５

•NSA（米国家安全保障局）の電子監
視システムは同時に何百万もの人々
を追跡し操ることができる。

•私たちの脳は、固有の生体電気共鳴
周波数を有しており、固有の指紋を
各人が持っているのと同じである。

•米国の宇宙飛行士は宇宙に送られる
前、彼らの思考を追跡し感情を24時
間記録できるようインプラント実施。



脳インプラントと遠隔電子監視システム
『黒い陰に輝く光』ｐ２３３～２３４

• 現在のマイクロチップは低周波数の電波で作動し、衛星の助け
を借りて、インプラントされた人間を地球上のどこにいても追
跡できる。このマイクロチップ技術は、イラク戦争（2003年3
月20日～ 2011年12月15日）でテストされた（カール・サン
ダース博士言紹介）。

• 米国家安全保障局（NSA）の200億ビット/秒のスーパーコン
ピュータであれば、遠隔的監視システムで戦場の兵士の体験を
「見たり聞いたり」できる。

• 地上基地のコンピュータオペレーターは、遠隔的監視システム
を使い、電磁波メッセージ（符号化された）を神経系に送り込
み被害者の行動に影響を与えることができる。



人工衛星とスーパーコンピューターによる全人類監視
『黒い陰に輝く光』ｐ２３８

•マイクロチップ（もしくは、マイクロチップを使
わない最新の技術）と人工衛星を介して、私たち
の脳機能を米国やイスラエルのコンピュータに接
続する今日のスーパーテクノロジーは、人間性へ
の重大な脅威となっている。

•最新のスーパーコンピュータは非常に強力で、全
世界の人々を監視するのに十分である。

全人類監視能力は備えている！



Senator John Glenn 1997年1月22日
Human research Subject Protection Act 1997



Senator John Glenn News Release
January 25,1994



ブレイン・プロジェクトについて
元米国上院議員ジョン・グレン（１９９７年）

ラウニ・キルデ博士情報

• ブレイン・プロジェクトは最も非米国的問題である。

•米国の医薬品はブレイン・チップを含んでおり、それ
によって人間はスーパーコンピュータと接続され、医
療研究、脳実験、行動操作、マインドコントロールが
行われている。

• このプロジェクトはこれまで政治的産物として開発さ
れたもののうち最も非人間的であり、すべての市民を
対象とするよう意図されている。



ブレイン・プロジェクトについて
元米国上院議員ジョン・グレン（１９９７年）

ラウニ・キルデ博士情報

• 米国上院議員ジョン・グレンの主導のもと、市民への電磁波照
射の危険性についての議論が1997年1月から始まった。

• 人間の脳機能を対象に電磁場や電磁波ビーム（ヘリコプター、
航空機、駐車された白いバン、隣接した住宅、電柱、電化製品、
携帯電話、テレビ、ラジオなどから照射される）を用いること
は、民主的に選出された政府機関で対処すべき電磁波照射問題
の一部である。

米国国民に対する戦いが始まっていた！



『武器としての電波の悪用を糾弾する！』出版時の思い
表現する言葉がない！

テクノロジー犯罪
嫌がらせ犯罪

畜生 鬼

悪魔

全人類の敵
無辜の一般市民が対象に？

なぜ
あなたが？

１９９７年７月１３日



ノルウェーにおける米軍による人体実験
『黒い陰に輝く光』ｐ１２０～１２１

•ノルウェーは1950年代以来ずっと、米空軍、米陸軍、
米原子力委員会、米海軍海事研究事務所、米航空宇宙
局などのアメリカの技術の「試験国」であり続けてき
た。特に、脳研究、意識研究、行動研究、ウェット
スーツを着用した潜水者の生体観察に関する調査など
において。2003年11月に出版された、アメリカ軍事研
究所とノルウェー人のショーン・ヤコブセン博士の交
流に関する付属資料には、人間に対する非倫理的な医
学研究への苦情を取り扱った33のノルウェーの公式文
書が存在する。



全人類ブレインチップインプラントと
人体実験対象にする危険性への提言と課題

インフォームドコンセン

トのないブレインチップ

インプラントの禁止とそ

れによる人体実験禁止

特定秘密保護法の対象と

しない

情報公開

社会的認知

本人の了解を得ない（イ

ンフォームドコンセント

のない）あらゆるデバイ

スの人体へのインプラン

ト禁止とそれによる人体

実験禁止法・条約制定

新型コロナウイルスワクチンへのブレインチップ混入阻止
ワクチン内・体内のブレインチップ発見

技術の開発と万人の利用



全人類ブレインチップインプラントと
人体実験の対象にする危険性への提言と課題

諜報活動での監視

軍事的監視

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視

ブレインチップインプラント能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



⑥出生から死までの監視と管理
への対処

サベイランス・テクノロジーとサイバネティクス技
術を用いた出生から死までの監視と管理への対処



テクノロジー犯罪被害（対象人間）

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作

⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

個人操作 大衆操作⑨運命操作

自分が自分のものでない時代＝主が別にいる



運命操作＝生涯デザイン（揺りかごから墓場まで）

自殺

癌など疾

病誘発

事故の

演出

122

確認被害者３２８７名
中４４名死亡

４４名中
約半数自殺：自殺誘導

４４名中
癌５名

くも膜下出血１名
脳梗塞１名

心臓発作１名

毎年うつ要因で約４０００名、統合失
調症要因で約１０００名が自殺

ご主人に殺された
被害者２名

監視技術（サベイランス・テクノロジー）と一体化した運命操作技術

おびただしい数の殺人
（大量虐殺 Massacre）

完全犯罪として実行

半世紀を越える歴史



テクノロジー犯罪による国民総背番号制の実態

運命操作

①三欲操作

食欲・性欲・睡眠欲
②生理操作

③五感操作

視覚・聴覚・嗅覚・

味覚・触覚

④感情操作 ⑤身体機能の操作
⑥体調・疾病誘発

操作

⑦痛み・拷問感・

重圧感・震動感操作

⑧思考操作

（介入・操作）

テクノロジー犯罪主体

個々人

特定

運命決定

継続実行

国民総背番号制の実態



全人類生涯監視・生涯管理へと向かう
危険性への提言と課題

サベイランス
テクノロジー

サイバネティ
クス技術

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



⑦新型大量破壊兵器の認識と悪
用への対処



大量破壊兵器から新型大量破壊兵器

原爆
• 広島

• 長崎

水爆

マイクロ波兵

器・サイバネ

ティクス兵器

地球物理学兵器

気象変動兵器
• 環境改変技術の軍事的使用その他の敵対的使用の禁止に関する条約

1976.12.10起草、1977.5.18署名、1978.10.5発行

生物兵器

核兵器・目撃できる

目撃できない

C3I＋

使用で
きない

使用できる



軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入

マンハッタン計画に次ぐ巨大プロジェクト：サイバネティクス技術

能力拡大
対象拡大



認知に関する第一回NATO科学会議
フランス（ボルドー）２０２１年６月２１日（第１６回フォーラム）

認知戦：
認知優位の将来

認知戦に関する第1回NATO科学会議(フランス)－2021年6月21日
NATO ACTイノベーションハブおよびENSC主催、フランス軍国防副参謀長、NATO科
学技術機構／連携支援局およびヌーベル・アキテーヌ地域圏後援によるシンポジウム

科学編集者

B. Claverie, B. Prébot, N. Buchler and F. Du Cluzel.



6つの戦場『認知戦：認知優位の将来』

地上戦

銃

大砲

戦車

地雷

海上戦

戦艦

空母

魚雷

空中戦

戦闘機

ミサイル

大陸間弾道

弾

ドローン

宇宙戦

人工衛星

レーザー

サイ

バー戦

ネット部隊

コンピュー

タウイルス

開発

サイバー状

況ビジョン

認知戦

サベイラン

ス・テクノ

ロジー

サイバネ

ティクス

BMI

AI

サイバネティクス兵器

電磁スペクトルの軍事利用

地球物理学兵器

気象変動兵器

生物兵器

フル活用常時戦



心理学者・行動分析学創設者Ｂ．Ｆスキナー教授
『人間に未来はあるか』G.R.テイラー著ｐ１６８ １９６８年

• B.F.スキナー教授は、行動ま
で思うようにコントロールで
きようとしていると論じてか
ら、「ある他のグループが、
我々より巧みに行動をコント
ロールし、望ましくない道に
我々を引ずり込まないうちに、
人間の行動をコントロールし
て我々に望ましい効果をもた
らすように努めることは、
我々社会の義務である。」



米：軍事政策
ポストマンハッタン計画推進

米軍・
情報機関

産業界軍需産業化

学問
偏った科学の

推進

医学
人体実験軍事

医学

マスコミ
報道管制

法曹界
軍事法制

軍・産・学・医・法・メディア複合体

サベイランステクノロジー
＋サイバネティクス技術＋

心理学・行動分析学



全ての国家が認めていない技術
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操作
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操作
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大量破壊兵器から新型大量破壊兵器

原爆
•広島

•長崎

水爆

地球物理学

兵器

気象変動兵

器

•環境改変技術の軍事的使用その他の敵対的使用の

禁止に関する条約 1976.12.10起草、1977.5.18

署名、1978.10.5発行

生物兵器

核兵器・目撃できる

目撃できない

C3I＋

使用で
きない

使用できる



フォースマルチプライヤー（戦力増装置）としての気象：
2025年の気象を掌握 米空軍資料（第１６回フォーラム）

• 2025年までに、メソスケール（２～
２０００キロメートル）あるいはミ
クロスケール（直近ローカルエリ
ア）で気象に影響を及ぼし、表１記
載作戦能力を達成ビジョン

• 環境改変技術の軍事的使用その他の
敵対的使用の禁止に関する条約
1976.12.10起草、1977.5.18署名、
1978.10.5発行（2013年78か国批
准）

ウエザーエンジニアリング



フォースマルチプライヤー（戦力増装置）として
の気象：2025年の気象を掌握（表１．作戦能力）

敵戦力抑制

• 降雨強化

• 雷雨強化

• 降雨排除

• 宇宙気象：通信・レーダーの
妨害、宇宙資産の無効化・破
壊

• 霧と雲除去

• 敵の気象活動検知

味方戦力強化

• 降雨回避

• 雷雨回避

• 宇宙気象：通信の信頼性の改
善、宇宙資産の再生

• 霧と雲生成

• 霧と雲除去

• 敵の能力に対する防御



数兆個のデータポイント観測と
気象予測モデル作成

• 当軍の想定では、2025年までに、気象予測モデル全般、特に中
規模気象制御モデルは、可変的要素の要因となる全気象と同要
素の相互に関連する力学を模倣できるようになり、経験則に基
づくデータよりも精度が高いことを厳密な測定試験で実証でき
るようになる。これらのモデルの中枢は、高度なソフトウェア
およびハードウェア機能になる。これらは数兆個の環境データ
ポイントを素早く取り込み、利用可能なデータベースに統合し、
このデータを気象予測モデルで処理し、気象情報を準リアルタ
イムでGWNに拡散することができる。

地上、大気、海洋、宇宙のセンサーと有人観測を採用



出典: Microsoft Clipart Gallery ©1995年、Microsoft社提供。

図3-1世界の気象ネットワーク



カーボンブラック粒子による降雨の発生
William M. Grayその他による研究

• 「カーボンブラック粒子の太陽吸収能力の慎重な利用により、重要な有益的効果が得ら
れる」との仮説が調査された。

• この研究の最終結果として、降雨のメソスケールの強化、巻雲の発生、および乾燥地帯
での積乱雲（雷雨）の増大が可能になることが判明した。

• 好天の日中、黒タールの屋根が太陽エネルギーを吸収しやすく、熱を放射しやすいのと
同様に、カーボンブラックも太陽エネルギーを容易に吸収する。このカーボンは、広域的
な水域に面する大気中に微視的あるいは「ちり」状に分散されると、高温になり、周囲の
空気を加熱し、大氣下の水域からの蒸発量を増加させる。周囲の空気が加熱されると、空
気塊が上昇し、上昇する空気塊に含まれる水蒸気が凝結して雲を形成する。時間が経過し、
水蒸気の凝結が増加すると雲粒が拡大し、最後には大きく重くなりすぎて浮遊できなくな
り、雨として、あるいは他の形態の降下物として落下する。この研究では、この降雨の強
化技術が最も効果を上げるのは、「海風のときの海岸線の風上」であることが指摘されて
いる。五大湖の南端沿いの湖水効果雪は、同様の力学に基づく自然現象である。



ケムトレイル（ケミカル・トレイル）
『黒い影に輝く光』ｐ１５４～１５５

• 軍が行うケムトレイルには、マイクロ波を吸収するのに使える炭
素など様々な元素が含まれます。ケムトレイル散布物の中には、
レーダーが飛行機を感知できなくする金属フレークが含まれてい
ます。これらの散布物から、ジェット戦闘機を隠してしまう色彩
豊かな磁化プラズマが発生します。非常に色彩豊かな夕日も生じ
ます。人々は、その夕日が非自然的産物で、健康に良くないこと
も知らずにありがたがります。

• ケムトレイルは飲み水の中にも入り込みます。地球工学者は、1、
2億トンものアルミニウムが1年で大気中に放出されていると考え
ています。まったく馬鹿げたことです。喘息やアルツハイマー型
痴ほう症は間違いなく増えています。がん発生率や呼吸器疾患が
急激に増加していることは言うまでもありません。



大気中でのナノコンピュータ粒子
クラウド群の利用

• ナノテクノロジーも、シミュレートされた気象を作成する可能
性を開く。顕微的なコンピュータ粒子のクラウド、またはクラ
ウド群は、完全な相互伝達を維持し、大型の制御システムを備
えており、途轍もない能力を備えている。相互に接続し、大気
中に浮揚し、3次元のナビゲーション性能を持つこのようなク
ラウドは、幅広い特性を備えて構築できる。光学センサーを確
実に遮断したり、あるいは調整により他の監視方法の透過を不
可能にすることができる。また大気中の電位差のない場所で電
位差を生じ、正確に的を絞り正確なタイミングで落雷を発生さ
せることができる。



電離層の軍事利用

•電離層は、特定のポイントで人工的に帯電させた
り、放射線を放射させ、衛星や他の宇宙構造物の
近接を防ぐことができる。このような制御により、
標的を一時的に無効化したり、爆発の誘発により
標的を完全に破壊することが可能になる。このよ
うな能力を効果的に適用する場合、当然であるが、
宇宙の選択された領域に選択的にその能力を適用
することが前提となる。



地球物理学兵器の脅威・米ソ共通認識
プラウダ記事 HAARP、地球規模の脅威に 2003.1.15

•1970 年代末、米国とソビエトはある協定を
締結した。この協定に沿って、 軍事利用を
目的とした地球物理学分野の科学的開発は
禁止された。また同分野の研究も極秘と
なった。しかし文書への署名に反して、研
究は何らかの形で続けられた。学術調査や
二重目的技術の開発を隠れ蓑に、研究は遂
行された。



アラスカのHAARP（１９８０年代末～２００５年）



ロシア下院・地球物理学兵器の開発と使用への懸念
世界に表明 ２００２年９月 （プラウダ2003.1.15）

• ロシア下院、HAARP計画の地球的脅威について約一年検討。

• 同下院 2 つの教書を草案：①プーチン大統領向け、② UN、国
際組織、各国議会、世界の学術界、およびマスメディア向け。

• ロシア議会はHAARP実験の地球規模の禁止を提案。

• 2002 年 9 月、ロシア下院、上記教書を各関係者に送付するこ
とを目的に、 HAARP 問題を討議し、投票を行ない、プーチン
大統領宛て教書 188 名の代議員賛成、国連向けの同案件220名
が同意。

• 地球物理学兵器の開発と予測される利用に対するロシア議会の
高い関心を表している。



記事作成者：ユル・ソロマーチン
ウクライナ国会議員、

経済政策・自然管理・チェルノブイリの悲劇的結末の清算のための委員会委員長

• このような兵器を所有すれば、地球のどの地域においても洪水
や竜巻、嵐、地震でさえもプログラムできる。

• 民間や軍の監視システムを麻痺させたり、国民すべての精神に
影響を及ぼすことすら可能になる。

• 高周波送信設備はすでに存在する。ノルウェーにも、アラスカ
の陸軍基地にも存在する。さらに強力な別の高出力送信設備が
まもなくグリーンランドで稼働に入る予定である。その場合、
地球物理学兵器は大西洋から太平洋沿岸までユーラシア大陸全
土を覆い尽くすことになる。



高周波活性オーロラ研究プロジェクト
『黒い陰に輝く光』ｐ４６７

• 4-0005 / 99、環境、セキュリティ、外交政策の決議。
この決議によりEU（欧州連合）は、ガコナ（アラス
カ）にあるHAARP（高周波活性オーロラ研究プロジェ
クト）、トロムスにある（ノルウェー）のEISCAT
（磁気緯度 66°N、磁気経度 117°E) に設置された
世界唯一の3局方式のUHFレーダー）のような広大な
無線設備およびノボシビルスク、クラスノヤルスク、
キプロス、グリーンランドに同様な施設が存在して
いることに気がついていました。それらは広い地域
に対してテクノロジーに影響を及ぼす同じタイプの
役割を果たしています。



地球物理学兵器による地震の監視
『黒い影に輝く光』ｐ１１４・ｐ１１６

• アメリカのHAARPを監視しているロシア宇宙軍(VKS) は、予想通りアメ
リカがもう一つの地震兵器を試験的に南北アメリカ大陸に対して炸裂させ、
南アメリカのチリはマグニチュード8.8の壊滅的な地震に見舞われたこと
を（2010.2.27）、本日プーチン首相に報告した。Ｐ１１４

• 日本での地震後の津波と原子力事故はどうなっているのだろうか。メルト
ダウンの20分前に、原子炉のコンピューターにスタックネット・ウィルス
が放たれた。―－－－－ジョージ・ブッシュとディック・チェイニーは、
彼らが主張するところによると中国を牽制する手段として、日本とインド
に核武装させたということだ。一方でロシアは、日本の原子力事故、津波、
地震が起きている三日間、顕著なHAARP活動を計測したことを明らかに
した。Ｐ１１６



島津洋一レポート rense news 2020.2.6
COVID19日本人科学者が製造した生物兵器

• 日本は国連のパレスチナの権利を支援することで、
テル・アビブに対して平手打ちをあびせたが、そ
れに対してイスラエル秘密情報機関は、日本の核
施設を
東北の地震までは、ファイアウォールがStuxnet
を寄せつけなかったが、地震は6機の原発の背後
にあった送電塔を倒壊させ、停電がコントロール
システムを崩壊させ、少しの間ファイアウォール
を停止させた。コンピュータが再びオンラインに
なると、Stuxnetは予備発電器をシャットダウン
するために浸入し、地震と津波の間の20分間、
福島第1のポンプと弁が動かなくなり、タービン
室は洪水被害にさらされた。

貯蔵プールへの冷却水の流れが止まり、蒸発が速
まり、過熱した核弾頭の分裂が、爆発ときのこ雲
につながった。海辺にあって原発を見おろす飯館
村山頂の住人らは、煙の柱を目撃し、のどに金属
の味がしたという。
どこの国でも生物兵器研究

• 「２０１１年９月Journal of Virology掲
載論文、ーーーデリー大学とインド工科
大学の研究所でコロナウイルスに埋め込
まれたHIVたんぱく質発見。

• 武漢Covがウイルス学者の河岡義弘に
よってバイオエンジニアリングされた、
オリジナルのHIVインフルエンザキメラ
に基づく生物兵器であること周知の事実。

• ウィスコンシン大学マディソン校で作成
→ウィスコンシンコロナウイルスに改名
すべき。

スーツを着た男性と文字の加工写真

中程度の精度で自動的に生成された説明

どこの国でも生物兵器開発
開発と使用は別

http://blog-imgs-42.fc2.com/h/a/t/hatajinan/r2.jpg


新型大量破壊兵器の存在と
悪用対策の必要性の提言と課題

サイバネティクス兵器、

地球物理学兵器、スー

パートランスミッター

兵器、気象変動兵器、

化学・生物兵器の悪用

特定秘密保護法の対象

としないよう指示

情報公開

社会的認知

サイバネティクス兵器、

地球物理学兵器、スー

パートランスミッター

兵器、気象変動兵器、

化学・生物兵器悪用防

止法・条約

サイバネティクス兵器、地球物理学兵器、スーパートランスミッター兵器、気象変動兵器、化
学・生物兵器悪用探知技術の開発と配備

電離層悪用防止条約制定
電離層悪用探知システムの開発と配備



高市総理大臣宛て要望書 １３項目要望
２０２５年１２月１８日提出

①サベイランス・

テクノロジー

②サイバネティク

ス技術

③神経学的通信シ

ステム

④疾病・拷問状態

誘発兵器

⑤ブレインチップ

インプラント

⑥生涯監視と管理
⑦新型大量破壊兵

器

⑧高度情報化時代

の戦争
⑨嫌がらせ犯罪

⑩FBI・CIA隠密の

プログラム

⑪世相演出 ⑫スパイ防止法 ⑬国家情報局新設



⑧高度情報化時代の戦争の世界
的認識醸成への対処
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6つの戦場

地上戦

銃

大砲

戦車

地雷

海上戦

戦艦

空母

魚雷

空中戦

戦闘機

ミサイル

大陸間弾道

弾

ドローン

宇宙戦

人工衛星

レーザー

サイ

バー戦

ネット部隊

コンピュー

タウイルス

開発

サイバー状

況ビジョン

認知戦

サベイラン

ス・テクノ

ロジー

サイバネ

ティクス

BMI

AI

サイバネティクス兵器

電磁スペクトルの軍事利用

地球物理学兵器

気象変動兵器

生物兵器

フル活用常時戦



高度情報化時代の戦争とは？
The US Army War College季刊誌『Parameters』「心にファイアーウォールはない」

• 「人間の身体は、コンピューターのように無数のデータプロ
セッサーを内蔵している。脳、心臓、末梢神経系の化学・電気
的活性、大脳皮質部から身体の他の部位に送られる信号、聴覚
信号を処理する内耳の小さな有毛細胞、視覚的活動を処理する
眼球の感光性の網膜と角膜などがこれに相当する。」

• 「今まさに、身体のこのようなデータプロセッサーを操作した
り、弱体化させられる時代に足を踏み入れようとしている。」

サイバネティクス技術：人間の脳が電子回路として機能すると捉えた天
才的数学者ノ―バ―ト・ウィナーが主導



高度情報化時代の戦争が結果する
絶対専制国家

サベイランス・テクノ

ロジーによる国民総生

涯監視

サイバネティクス技術

による国民総生涯コン

トロール

地球物理学兵器・気象

変動兵器・生物兵器等

新型大量破壊兵器使用

大量破壊・絶対監視・絶対コンロトール

対象が兵士から一般市民へ



テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯罪は
軍事行動・諜報活動主導

高度情報化時代

の戦争遂行

（猛烈な意思）

戦争遂行という表

現を採らないこと

得策

自国民も対象にし

なければならない

正当性は？

基本的人権完全否定



世界最大の軍事国家が民主国家を装う

米国：民主国家を装う世界最大の軍事国家
全ての国に宣戦布告のない高度情報化時代の戦争

基本的人権の全否定

ロシア 中国 その他すべての国

高度情報化時代の戦争（認知戦）

米国民



全人類高度情報化時代の戦争の実態認識
の醸成の必要性の提言と課題（ざる防衛大綱の改定）

サイバネティクス兵器、

地球物理学兵器、スー

パートランスミッター

兵器、気象変動兵器、

化学・生物兵器の悪用

特定秘密保護法の対象

としないよう指示

情報公開

社会的認知

サイバネティクス兵器、

地球物理学兵器、スー

パートランスミッター

兵器、気象変動兵器、

化学・生物兵器悪用防

止法・条約

サイバネティクス兵器、地球物理学兵器、スーパートランスミッター兵器、気象変動兵器、化
学・生物兵器悪用探知技術の開発と配備

電離層悪用防止条約制定
電離層悪用探知システムの開発と配備



絶対守秘義務＝侵すべからざる存在

テクノロジー犯罪主体・嫌がらせ犯罪主体
ポストマンハッタン計画推進

米国民含め全人類
その傘下で一生涯生活



高度情報化時代の戦争の世界的認識醸成と
それへの対処の必要性の提言と課題

サベイランス
テクノロジー

サイバネティ
クス技術

情報公開

法整備

条約制定

監視技術の軍事利用から政治利用

国民監視
全人類監視能力拡大

９１１で全ての国民
潜在的テロリスト

探知技術
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